







楼とジャズへの憧憬に彩られた「アメリカニスム」に大きな意義と役割を担う画家へと変貌してゆく経緯とその史的背景について、筆者が決定的 をもつと考える問題に即しながら検討を加える。端的には、１「マーフィーとナターリア・ゴンチャローヴァ」２「マーフィーとパブロ・ピカソ」３「マーフィーとフェルナン・レジェ」という三つのトピックをとおして、考察が進め れるこ になる。
　筆者は、さしあたって議論の端緒を、画家が回想で語る「モン ルナスの仮装
舞踏会」や「バ エの初演」に求めることとした。これら二つ イベントがいかなる内容のものであったか、さしあたって不明であるが、今日に伝わる断片的な事実や資料のいくつかをつきあわせるならば、新来 人マーフィーが身
を置いた時代と場所の特性を測定することが可能となるからである。 「仮装舞踏会」 「バレエ」は、いずれもパリに到来した多くの外国人芸術家がいくつもの場面で「主役」を演じるようになった一九二〇年代特有の現象であり、より限定的には、絵画の門外漢マーフィーが画家として世 あらわれるに際し、どの うな啓示をいかなる人々から受けていたか間接的に示唆 挿話となってい といえよう。
　暫定的に得られた結論を記せばつぎのようになる。すなわち、絵画の初心者マ











跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　はじめに
―
「移動」という問題
























































































に向かって進展する不可避的な過程であ よりも、作者をとりまくさまざまな要因が複雑に作用して展開 芸術的営為 集積であり、そこにはそれぞれの作者に固有の逡巡や矛盾や逆説がつね 渦巻いている。もちろん作者の伝記的事実がそ まま作品に反映すると考えるこ は まりに無邪気にすぎるとしても、すべ を遮断した、いわば真空 なか無媒介的に作品が生 るとすることもおおいなる虚構と言わなければならない。
　作品に無限の色調を与える作者。その作者が文字どおり身体的に移動
したとき、結果としてうまれる作品もおのずとその移動の刻印を帯びることになるだろう。新たなモチーフや霊感源 発見はもとより、偶然の出会いがも らす他者との同調や反発、あるいは共鳴や対立が作品産出の動力になることも稀では からである。
　マーフィーの渡仏と同年の一九二一年、しかし二ヶ月ほど早い七月二
二日にパリに現れたマン・レイを引き合い だすならば、こ アメリカの「生まれながらのダダイスト」は 作曲家エリック・サティと 邂逅
（（
（










ることはのちに見 とおりだが、 「移動」という観点で忘れてならないのは、絵画の門外漢マーフィーがアメリカからフランスに赴いたことにより、レジェやピカソをはじめ するパリの前衛から惜しみない賞讃と喝采を浴びる画家に変貌した いうまぎれもない事実である。 「大西洋横断定期船の煙突」を描いた《ボート甲板》 （ 《トランスアト ティック》 ）は、本文でもう一度触れるように、 自身 「移動」と「 」を記念する作品であったとも解せるだろう。
　じつのところ二〇世紀美術の歴史は、 「移動の美術史」と呼びうるほど











































「バレス裁判」 （一九二一年五月） 、 「パリ会議」 （一九二二年一月）を経て、 同調から反目、 そして露骨な敵対へと関係を悪化させていったパリ・ダダのかつての盟友トリスタン・ツァラとアンドレ・ブルトンが、憎悪と軽蔑の念を滲ませながら対峙する、 文字どおり最後の舞台となった 「ソワレ」である。翌年にはブル ン 『シュルレアリスム宣言』が発表れ、ツァラのパリ登場（一九二〇年一月一七日）以来激化していった主導権争いの最終的勝利者が、結局のところブルトンであったことを示す機縁となった出来事 もある。
　さらに 「エチエンヌ・ド・ボーモンの風変わりな 『ソワレ・ド・パリ』 」












（一九一六年） パブロ・ピカソがマタドール姿で登場したのも の舞踏会のおりのことであった。一九二四年当時、ピカソとマーフィーがすでに相識であった は第二章 再び触れることになるだろう。





あろうか。それらがいかな 内容のものであったかマーフィーの回想からは不明であるが、今日に伝わ 断片的な事実 資料のいく かをつきあわせてみれば、おぼろげながら「仮装舞踏会」 「バレエの初演」 輪郭が浮かびあがってくるのもたしかなところである。先回りして言えば、
これらはパリに到来した多くの外国人芸術家がいくつもの場面で 「主役」を演じるようになった一九二〇年代特有の現象と呼ぶべき であり、より限定的には、絵画の門外漢マーフィーが画家として世にあらわれるに際し、どのような啓示をいかなる人々から受けていたか間接的に示唆する挿話となってい のである。（二） 「モンパルナスの仮装舞踏会」
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付した合唱曲ゆえに「 『舞踊カンタータ』 《結婚》 」とも呼ばれるこ バレエの舞台装置と衣裳のデザインを受け持ったのがナターリア・ゴンチャローヴァであった。















ンチャローヴァの間にディアギレフを介してひそか 美的闘争がく 広げられたことは、二人が残した証言からあきら である
　結局、舞台装置と衣裳のデザインは、ニジンスカの「純粋なコレオグ














































り、ゴンチャロー の指導が、た えば古代彫刻の石膏の模写を行うといったオーソドックスな教授法から遠く隔た たことはほぼあきらかであろう。
　さらに言えば、マーフィーはゴンチャローヴァのパートナー、すなわ






を最初の芸術上の師 するという経路を辿りながら パ の前衛芸術家
のサークルへとその交友の輪を広げていったのだが、それでは、マーフィーがゴンチャローヴァを介して身を投じるに至ったパリの前衛との交渉はいかなるものであった か。
二．マーフィーとパブロ・ピカソ















































































えば、ニュ ヨーク近代美術館（一九二九年開館）に先んじて 一九二七年アメリカ最初の「モダンア ト」専門の美術館
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-York 1926.”, op.cit., p. 58.
（
10） ジェラルド・マーフィーの経歴をごく簡単に記せば、 以下のようになる。 ジ
ェラルド・マーフィーは、 マーク・クロス社のオーナー、 パトリック・フランシス・マーフィーの第二子として生まれた。 マーク・クロス社は、 優雅な万年
筆や時計、旅行カバン、文房具、乗馬道具の製造販売で知られたアメリカではもっとも格式のある店のひとつ。一九一二年にイェール大学を卒業するとマーク・クロス社で安全剃刀 パテントを取得するなどその業務に携わった。一九一五年一二月三〇日、やはり実業家の娘で富裕なセーラ・ワイボーグ（Sara W
igborg ）と結婚。第一次大戦中、陸軍航空隊に勤務。一九一九年から
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de nuit à B
ullier,” C
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（
37） 《結婚》をのぞいた「バレエ・リュス」の演目と初演の日時は以下のとおりである。 《暁の婚姻》 （一九二二年五月一八日） 、 《マヴラ》 （一九二二年六月三日） 、 《狐》 （一九二二年五月一八日） 、 《牝鹿》 （一九二四年五月二六日） 、 《うるさ方》 （一九二四年六月四日） 、 《青列車》 （一九二四年六月二九日） 、 《ゼピュロスとフローラ》 （一九二五年六月一五日） 、 《水夫》 （一九二五年六月一七日） 、






















niversity Press, 1997 ）, p. 208.
（
39） ニジンスカの言葉を記せばつぎのようになる。 「実際の結婚式の儀式や式典
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lincksieck, 1971 ）, p. 134.
（
49） マーフィーのサロン・デ・ザンデパタンダン出品作は、 《機関室》 （タービ
ン） 《圧力》 《タクシー》 《水晶》とされる。
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